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 「暑さ寒さも彼岸まで」と言いますが、だんだんと秋らしい気候に変化していますね。 

しかし、今年は夏の暑さが影響して野菜が不作になり、魚なども不漁が多くあるようです。給食

で使用している様々な食材も、入手困難や高値のものが多くなっています。そんな中でも毎日当た

り前のように、食べられる給食はとてもありがたい存在ですね。 

 

１０月は世界食料デー月間 
 

１０月１６日は世界食料デーです。そのため１０月は、飢餓や食料問題について考え、解決に向

けて一緒に行動する 1 ヵ月としています。ここ数年「SDGｓ」という言葉をよく見あり聞いたりす

るようになりました。２０３０年までに達成すべき目標として、１７項目があげられています。 

その中にも、貧困や飢餓に対する目標が掲げられています。SDGｓは世界中のすべての人々が、

安心して暮らせる社会を目指すための取組です。どんな目標があるのか知っておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちができることは何だろう 
世界では毎年、食料の 3 分の１にあたる 13 億トンが捨てられていると言われています。日本 

では年間 523 万トン（１トンは１０００ｋｇ）もの食料が捨てられています。食べ残しや期限切

れのものが大半を占めています。大石北小の学校給食でも、毎日食べ残しが出ており３０ｋｇ近く

もの給食が残されている日もあります。食品もそのまま捨てられるわけではなく、焼却する必要が

あり、焼却すると CO2 排出など環境への問題もでてきます。様々なことが関係していますね。 
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自分が食べられる量を考え、残さずいただきましょう。 

また、食べ物一つ一つを大切にする気持ちを持ちましょう。 


